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This proposal is aged welfare complex as final abode that I wish many people abundant life. Because, 
problems that Japan has includes the declining birthrate and aging society. I worked at nursing home and 
feel problem and try to propose. First, I research landscape about slope and made many maps. Second, I 
research houses built on slope and classify types of shape between house and ground. Third, I proposed 
aged welfare complex facility as final abode from research. Therefore, slope and many steps are made 
various place that suitable as final abode. 
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１．	 はじめに 
（１）背景	 
昨今の高齢者社会に伴い、人々は「終の住処」につい
て考える機会が増加している。終の住処を求めて移住を
する人々、生涯その地域で過ごす事を望む人々と「終の
住処」に対して、多様化する要望に応える場が求められ
ている。その背景と折り重なり、今後「終の住処」の重
要性が大きくなると考え、終の住処について提案する。 
（２）目的 
多くの人々のライフスタイルが多様化するように、
様々な人々が介在する福祉施設の設計提案を行う。これ
により、人々の日々の生活がより豊かになる「終の住処」
の提案を試みる。 
（３）研究方法 
	 終の住処とは、その地域、土地、地形に住まう意味
合いが大きくなると考える。地形に対する人々の住まい
方や住宅の調査を行い、斜面や段に対してのその地域で
の特性のあり方を分析する。房総半島の地域を一例とし
て、その地域の土地の使われ方を活かした段々畑の花畑
を手がかりに高齢者複合施設の設計提案を行う。 
 
２．	 斜面地に対するアプローチ 
（１）斜面と住居の関係性の実態	 
人々は斜面地に対して住む理由は、本来その場所には
平地が少なく「その場に住まう」ための敷地選定である。
「住まう」ために人々は、土地の造成や道を切り開き、イ
ンフラを通し、法律と調整を行う事でその地域に住んで
きたのである。 
	 そのような人々が、「住まう」ためのぶつかりや調
整をした痕跡に対し調査研究を行った。街路の分岐点に
ぶつかりが多く見られた。この現象は、その場所ごとの
特性をもち、要素は多様である。この現象に対する調査
結果を図１に提示する。この調査により、人々が都市、
住宅、そしてランドスケープとスケールの大きさにかか
わらず、この現象は発生し、人々が解消する事を行なっ
てきた。 
 
 
図 1	 斜面に対する人々のアプローチの調査 
Hosei University Repository
（２）斜面と建築の構成空間 
事例調査より、設計の上で地形をなぞらえるような地
形をつたう建築は、斜面に対する土地の造成と基礎の構
築による地面との接し方によって空間が変化する。その
空間や形状は既存の土地に対する、形状の保存や新しい
形状の構築は、クライアントがどのようにその土地に住
まうかというライフスタイルの要望や提示が重要性を帯
びる。 
	 特に、傾斜地は土地の造成など手間がかかるデメリ
ットの部分も多く持つ。しかし、平地が少ない地域では
人々が傾斜に対していかに住まうかという意気込みと居
場所の意識性が高まるのではないかと考える。 
	 単純に眺望が良いというメリットの部分に重要性を
持ちながら設計を行うのではなく、その住宅と外部との
関係性を斜面での動作という事を考慮する事が非常に重
要である。そのため、図２に表示する、建物の内部の空
間と敷地の土地と建物を挟む空間を考える事に着目し、
基礎から考慮して設計する事が重要である。 
 
 
図 2     斜面と段差の空間 
 
３．	 介護施設の現状 
（１）介護の現場	 
実際に、自身が体験した福祉施設と職員のヒアリング
を元に施設の現状では、大きく 3つの課題が出てきた。 
１つ目は、共用部の面積の確保である。これは、食事
をとる場所とレクリエーションを行う場所が同じ施設が
多く存在するが、同じ場所で行う際に不都合なケースも
多く存在する。これはレクリエーションを行う場所と食
事を取る場所の分離、あるいはパーテションなどで一つ
の空間を分離するシステムが必要である。 
２つ目は職員の居場所の確保である。常時、共用部分
で「見守り」をする事が多く、常に利用者（高齢者サー
ビスを受ける方）と共にいるが、職員の動線と利用者の
動線の分離とそれに際する仕事の合間の場が必要なので
はないかという意見を多く頂いた。 
４．	 設計概要 
（１）敷地	 
	 本敷地は、千葉県南房総地域山間部の、太平洋が一望
できる別荘地と住宅地の中間の地域に位置する。この地
域は、山間部では花畑が有名で山間部で段々畑、沿岸で
は漁業や捕鯨が特産である。他の地域と同様に少子高齢
化の課題を抱えており、地域で課題に取り組んでいる。 
 
 
図 3計画敷地  
 
（２）空間構成 
敷地は大きく４つの大きな段差に別れている。下の段
との差が 6m、３m、１m、４m の４段階である。この段
差の地形をなぞらえる高低差、そしてその段差が生む斜
面や段を借景とした中庭や、内包する事で建物の内部に
その土地の概形を取り込む事でその地域に住むという事
と対峙しながら、山間部の眺望から見える太平洋や街並
みをみすえる。 
この段差の敷地に対して次のような施設の配置を行う。 
宿泊棟、食品工場、レストラン、デイサービス、ケアハ
ウス a,ケアハウス b、サービス付き高齢者住宅、ギャラリ
ー、温水施設、パサージュで構成されている。このうち、
ケアハウス a,bとサービス付き高齢者住宅は、斜面地を内
包するようなパサージュで繋がり、斜面地にはこの地域
特有の花畑を、自ら栽培出来るような空間となっている。 
	 南房総の地域の人々が利用できる、デイサービスやレ
ストラン、そして雇用の促進となる食品工場による食事
のデリバリーが出来る施設。都会から移住した人々が地
方施設に求める自然の眺望と農作業等ができる多彩なプ
ログラムや、その家族が宿泊できる施設が、段差と斜面
地に対する形態により構成されている。 
 
 
図 4 外観パース 
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図 5 段を内包する宿泊棟 
 
５．	 結論	 
本提案では、斜面に設計された住居を研究対象とし、
斜面と建築の間の空間体験の多様さを確認した上で、終
の住処を提示することを目的とするものであった。  
 現状の介護施設の建築に対する需要を探り、多様な形
の小規模なコミュニティを形成する事が求められている
事が結果として出てきた。実際に斜面と建築の空間によ
るケーススタディを通じて建築がもたらす空間効果の多
様性について詳細分析を行った。外部空間に対して完全
に閉じきらずに場を作ることのできる特性は建築本体の
みならず周辺環境にとっても豊かな空間効果をもたらし
ている。地形をつたう空間体験を行える住居に住まう事
で、周辺環境に呼応してその形態を変化させ、終の住処
と共に人々の生活に変化を富む場が出来るのである。 
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